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３
月
議
会
で
市
営
住
宅
（
市
営
住

宅
と
定
住
促
進
住
宅
及
び
共
同
施

設
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
福
祉
住

宅
）
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

が
可
決
さ
れ
（
日
本
共
産
党
市
議
団

は
反
対
）
、
今
回
は
、
市
が
選
定
し

た
業
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。 

市
の
選
定
委
員
会
で
、
候
補
者
の

㈱
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
富
士
企
業

㈱
の
２
社
の
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

㈱
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
選
定
さ

れ
、
議
会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

同
社
の
提
示
し
た
管
理
費
用
額

大
畑
・
植
木
議
員
の
求
め
た
議
員

の
資
産
公
開
、
市
民
か
ら
の
調
査
請

求
権
、
指
定
管
理
者
の
制
限
な
ど
の

規
定
は
、
今
回
は
条
例
に
盛
り
込
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
見
直
し
規

定
も
あ
り
、
運
用
し
て
み
て
、
市
民

意
見
や
状
況
に
よ
っ
て
見
直
し
も

す
る
」
（
議
会
基
本
条
例
等
制
定
特

別
委
員
長
）
と
の
確
認
が
な
さ
れ
た

た
め
、
条
例
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

 

補
正
予
算 

 佐
伯
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ト
イ
レ
整
備 

設
計
・
工
事
費 

 
 
 
 
 
 
 

３
０
０
万
円 

津
田
の
「
花
か
ご
」
に
多
目
的
ト

イ
レ
が
整
備
さ
れ
ま
す
。 

 

は
６
５
４
０
万
３
２
０
０
円
で

す
。
（
指
定
管
理
期
間
３
ヵ
年
の
平

均
額
） 

大
畑
・
植
木
議
員
は
「
市
営
住

宅
の
管
理
は
入
居
者
の
生
活
や

プ
ラ
イ
バ
シ
―
な
ど
人
権
上
の

問
題
と
深
く
結
び
付
い
て
お
り
、

民
間
に
出
す
と
い
う
の
は
問
題

だ
。
全
国
的
に
も
公
営
住
宅
を
指

定
管
理
者
に
し
た
と
こ
ろ
で
は

問
題
が
出
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
低
下
に
つ
な
が
る
」
と
反
対
し

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
の
ほ
か
、

ク
ラ
ブ
進
風
の
山
田
議
員
が
反

対
し
ま
し
た
。 

株
式
会
社
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

が
指
定
管
理
者
に 

指
定
期
間
24
年
４
月
〜
27
年
３
月 

 

市営住宅への 
指定管理者制度導入に
は大きな問題が  
日本共産党は反対 

「
住
ま
い
は
権
利
」 

「
改
修
は
地
元
業
者
で
」 

は
守
れ
る
の
か 

不
正
を
起
こ
さ
ず
、
信
頼
を
得
る
た
め
に 

議
員
の
政
治
倫
理
基
準
な
ど
規
定 

条
例
改
正 

 

廿
日
市
市
議
会
議
員 

政
治
倫
理
条
例
制
定 

 

デ
マ
ン
ド
（
予
約
）
型
乗
合

交
通
の
利
用
者
説
明
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

運
行
対
象
地
区
に
は
説
明

会
の
案
内
と
利
用
登
録
申
請

用
紙
が
一
緒
に
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
利
用
に
は
事
前
登
録
が

必
要
で
す
の
で
、
記
入
の
う

え
、
説
明
会
場
に
持
参
す
る

か
、
後
日
、
公
民
館
か
支
所
、

運
行
業
者
に
提
出
し
ま
す
。 

８
月
に
開
か
れ
た
説
明
会
や
佐

 
 

 
 

 

利
用
者
説
明
会
始
ま
る 

12
月
か
ら 

デ
マ
ン
ド
実
証
運
行 

伯
地
域
の
公
共
交
通
協
議
会
で
出

さ
れ
た
意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
、

料
金
は
２
０
０
円
に
（
原
案
で
は
３

０
０
円
）  

実
際
に
利
用
し
て
み
て 

予
約
が
必
要
な
こ
と
や
、
乗
降

場
所
、
運
行
時
刻
、
乗
り
継
ぎ
な

ど
、
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
多

く
、
実
際
に
利
用
し
、
不
都
合
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
改
善
を
求
め
、

利
用
し
や
す
い
も
の
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

景観形成について、市、事業者、市民の責務等を定めており、「廿

日市市景観計画」に実効性をもたせるものです。景観計画に適合し

ない行為に対し、市は指導、勧告などを行います。これまでの、「廿

日市市景観づくり条例」や、県条例では対象となっていなかった佐

伯地域が「廿日市市景観条例」では対象となります。 

景観計画では、佐伯地域の景観形成の目標を「水と緑に抱かれた

魅力的な景観の保全と形成」としています。 

 

津
田
の
美
し
い
風
景 

 

 

原発事故の賠償、

除染費用は 
原発 [ 埋蔵
金]で 
原発企業の内部留保

活用 

「原子力環境整備促進

資金管理センターの

「使用済み核燃料再処

理等積立金」「高レベ

ル」 

佐
伯
民
報 

日
本
共
産
党 

無
料
生
活
・
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
前
１０
時
〜 

西部地区事務所 
37－ 0171

9月議会報告 
９月１３～28日 

 

廿日市市景観条例 全会一致で可決 

～佐伯地域も対象に～ 
◇
12
月
定
例
会
は
、
12
月
６
日
（火
）開
会
予
定
で
す
。 

◇
本
会
議
、
委
員
会
、
全
員
協
議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。 

◇
決
算
委
員
会
は
11
月
８
・
９
日
で
す
。
（大
畑
議
員
が
出
席
） 



 

質
問 

大
畑 

昨
年
12
月
議
会
で
も
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
を

求
め
た
が
、
国
・
県
の
支
援
を
含
め
、
取
り
組
み
が
弱
い
の
で
は
。

対
策
強
化
を
求
め
、
取
り
組
み
状
況
、
課
題
を
問
う
。 

答
弁 

井
原
環
境
産
業
部
長 

 

捕
獲
班
と
連
携
し
た
捕
獲
や
、
防
除
用
設
置
補
助
、
里
山
林
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
街
地
へ
の
サ
ル
の
侵
入
防
止
電

気
柵
の
設
置
、
箱
わ
な
を
購
入
し
活
用
な
ど
も
。
22
年
度
は
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
数
は
前
年
度
の
１
，
９
倍
。
今
後
の
課
題
は
、

捕
獲
の
担
い
手
育
成
や
確
保
で
あ
り
、
電
気
柵
な
ど
の
導
入
支
援

の
強
化
、
わ
な
猟
免
許
所
得
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。 

 大
畑 

生
息
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
対
策
は
、
広
島
県
全
体
で
取

り
組
め
る
よ
う
県
に
要
請
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

答
弁 

広
域
的
な
取
り
組
み
は
大
変
重
要
と
認
識
。
広
島
県
が
今

年
、
県
内
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
設
置
し
た
「
野
生
鳥
獣
対
策
広
域
連
携

協
議
会
」
で
隣
接
市
町
と
情
報
共
有
し
、
連
携
し
て
対
策
を
実
施

し
た
い
。
予
算
措
置
拡
充
も
国
や
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。 

 

放
置
空
き
家
の
除
草
対
策
を 

大
畑 

中
山
間
地
で
は
住
む
当
て
が
な
く
放
置
さ
れ
た
空
き
家

と
そ
の
周
辺
が
荒
れ
、
鳥
獣
の
隠
れ
場
所
に
な
り
、
被
害
を
増
大

さ
せ
て
い
る
。
実
態
調
査
し
、「
（
通
称
）
草
刈
り
条
例
」
の
制
定

で
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
所
有
者
へ
連
絡
、
除
草
等
の
管
理
を
指

導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
弁 

空
き
家
と
鳥
獣
被
害
の
直
接
的
な
因
果
関
係
は
不
明
で

あ
る
。
市
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
は
限
界
が
あ
る
な
ど

で
、
条
例
制
定
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。 

質
問 

大
畑 

総
務
省
通
知
「
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
つ
い

て
（
22
年
12
月
）
が
出
さ
れ
、
片
山
総
務
相
（
当
時
）
は
記
者
会

見
で
「
本
来
指
定
管
理
者
制
度
に
な
じ
ま
な
い
施
設
に
つ
い
て
ま

で
指
定
管
理
の
波
が
押
し
寄
せ
現
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
」「
当
の

自
治
体
が
、
自
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
を
通
じ
て
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
を
大
量
に
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
自
覚
と
反
省
は
必
要
と
思

う
。
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。 

総
務
省
通
知
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。
総
務
相
（
当
時
）

は
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
い
う
法
的
根
拠
の
な
い
も
の
を
全
国
に

敷
い
て
き
た
こ
と
を
解
除
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
官
か
ら
民
へ
」
の
方
針
は
見
直
す
べ
き
だ
。 

答
弁 

眞
野
市
長 

 

総
務
省
通
知
は
指
定
管
理
者
の
趣
旨
を
改
め
て
確
認
し
た
も

の
で
あ
り
、
本
市
の
ス
タ
ン
ス
と
同
様
で
あ
る
。 

「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
と
ら
わ
れ
ず
業
務
と
職
員
の
バ
ラ
ン
ス
を
自
ら
考
え

て
定
員
管
理
を
」
と
い
う
こ
と
で
、
本
市
も
認
識
し
て
い
る
。
指

定
管
理
者
制
度
も
民
間
活
力
導
入
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
個

別
に
判
断
し
て
い
く
。 

 大
畑 

本
市
内
の
指
定
管
理
者
が
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
非
正

規
雇
用
を
増
や
す
、
解
雇
を
行
っ
た
な
ど
の
例
は
な
い
か
。
管
理

委
託
費
の
中
で
儲
け
を
出
そ
う
と
す
る
な
ら
、
大
手
企
業
ば
か
り

が
指
定
管
理
者
と
な
る
事
態
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

答
弁 

観
光
施
設
な
ど
公
募
し
た
施
設
の
管
理
委
託
費
は
、
市
の

提
示
額
の
ほ
ぼ
上
限
額
で
協
定
し
て
お
り
、
委
託
費
の
著
し
い
低

価
格
競
争
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
利
用
料
金
制
で
あ
り
、
民

間
の
創
意
工
夫
で
適
切
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

「（
通
称
）草
刈
り
条
例
」
と
は 

「
空
き
地
の
雑
草
等
の
除
去
に
関
す
る
条

例
」
「
空
き
地
等
の
環
境
保
全
に
関
す
る
条

例
」
な
ど
正
式
名
称
は
様
々
で
す
が
、
生
活

環
境
保
全
の
た
め
、
空
き
地
の
除
草
等
を
土

地
所
有
者
に
勧
告
、
所
有
者
が
従
わ
な
い
場

合
は
、
市
が
代
執
行
し
、
費
用
を
所
有
者
に

請
求
で
き
る
と
い
う
条
例
で
す
。 

宅
地
と
隣
接
し
た
農
地
や
林
地
に
も
適

用
す
る
も
の
、
環
境
保
全
条
例
の
一
部
と
し

て
規
定
す
る
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
事
情
に
応
じ
て
制
定
、
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

市
街
地
で
も
中
山
間
地
で
も
有
効
な
条

例
で
あ
り
、
廿
日
市
市
で
も
必
要
で
す
。 

 

 

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強
化
を 

◆廿日市市 

就学前まで 所得制限あり 

自己負担なし 

◆三次市  

中３まで 所得制限なし 

自己負担あり 

◆大竹市 

小６まで 所得制限あり 

自己負担あり 
 

広島県制度 

就学前まで 所得制限あり 

自己負担あり 

鳥取県制度 

中３まで 所得制限なし 

自己負担あり   

指定管理者制度の見直しを 

 

 

子どもの医療費助成 

 

大畑美紀議員

の一般質問 

 

 

質
問 

大
畑 

本
市
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

（
無
料
化
）
は
６
歳
（
就
学
前
）
ま
で
だ
が
、
対

象
年
齢
の
引
き
上
げ
を
望
む
声
が
強
い
。
医
療
を

受
け
る
権
利
と
子
育
て
応
援
の
た
め
、
対
象
年
齢

の
中
学
卒
業
ま
で
の
引
き
上
げ
を
。 

答
弁 

松
田
福
祉
保
健
部
長 

全
国
的
に
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
対
象
年
齢

拡
大
の
傾
向
に
あ
る
。
本
市
保
険
課
窓
口
の
聞
き

取
り
調
査
で
も
、
助
成
対
象
年
齢
の
拡
大
意
向
が

強
い
。
現
行
制
度
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
と

考
え
る
。
拡
充
さ
せ
て
い
る
他
市
町
で
は
、
都
道

府
県
の
補
助
金
制
度
が
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
拡
充
に
は
財
源
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

調
整
を
進
め
、
広
島
県
と
協
議
し
て
検
討
す
る
。 

子どもの医療費 中3まで無料に 

ハクビシン 被害はこの動物の仕
業かもしれません。目撃情報あり 

 


